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高杉 欣- (東大 ･凸)
房総丘陵のニホンザル野生群の遊動とその群
問関係の周年変化l)





















レ 好広 rt- (苅大 ･EB)
志架高原杭柳川批城にdi息する志rtB2郡を初冬抑 こお
けるニホソザルのEt暁利用な調べる目的で.1973fI･-llJJ
30日より12月15日まで迎枕追跡した｡この冬は肺fTBが早
く,琉雪見が多く.飢竺'J日数も托くて,ニホソザルの冬
ごしの条件は例隼より舵しかったと.lLlhれる｡この群れ
は,これまで柿㍊された択りでは,CN.1占8CK)～1,7CK)mを
利用している｡利川地域な,支舵の分流,氏を暁にして上
流と下流に分けると,この刑並JpJには,下流域を利用し
ていた｡古川.け郡のいる糾切 (標高850m)よりさらに
下純な利用することも見られた｡これは,放冬期におけ
る地域利用のしかたと興っている.この時期は,降雪が
I)これらの研死者は共同して研究を行ない,一つの報
LB掛 こまとめた.
一･31 -
2)なお高宕山地区の調査報告,フソ分析の途中経過,
ならびに1973年までの食餌植物のリストなどは ｢昭
和48年度,天然記念物高宕山のサル生息地総合調査
報告苔｣(千葉県教育委員会, 昭和49年6月10日
発行)に収録｡
